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ＣＯＩ開示

私が発表する今回の演題について
開示すべきＣＯＩはありません。
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本日のお話

▪薬剤と情報システムに関するインシデント
▪薬剤師の話題
▪薬剤と医療情報システムに関する話題
▪薬剤関連の情報システムのこれから



薬剤と情報システムに関するインシデント

日本医療機能評価機構 医療安全
情報
▪ No.215:食事中止時のインスリン
投与による低血糖

▪ No.213:シリンジポンプの注射器
の交換間違い

▪ No.209:中心静脈から投与すべ
き輸液の末梢静脈からの投与

▪ No.207: ACE阻害薬服用患者
に禁忌の血液浄化器の使用

▪ No.206:持参薬を院内の処方に
切り替える際の処方量間違い
（第２報）

医薬品医療機器総合機構 PMDA
医療安全情報
▪ No. 69：名称類似による薬剤取
り違えについて（その2）一般名と
ブランド名類似、ブランド名類似
▪ No.51、およびNo.69 参考資料 
名称類似による薬剤取り違えにつ
いて（医薬品リスト）

▪ No. 68：ACE阻害薬服用患者
の血液浄化時の注意について

▪ No. 67：高カロリー輸液の投与
経路に関する注意について



日本医療機能評価機構 医療安全情報
No.215:食事中止時のインスリン投与による低血糖
https://www.med-safe.jp/pdf/med-safe_215.pdf

日本医療機能評価機構 医療安全情報
No.213:シリンジポンプの注射器の交換間違い
https://www.med-safe.jp/pdf/med-safe_213.pdf



日本医療機能評価機構 医療安全情報
No.206:持参薬を院内の処方に切り替える際の処方量間違い（第２報）
https://www.med-safe.jp/pdf/med-safe_206.pdf

日本医療機能評価機構 医療安全情報
No.169:持参薬の処方内容を継続する際の処方・指示漏れ
https://www.med-safe.jp/pdf/med-safe_169.pdf



日本医療機能評価機構 医療安全情報
No.207:ACE阻害薬服用患者に禁忌の血液浄化器の使用
https://www.med-safe.jp/pdf/med-safe_207.pdf

医薬品医療機器総合機構 PMDA医療安全情報
No. 68：ACE阻害薬服用患者の血液浄化時の注意について
https://www.pmda.go.jp/files/000266452.pdf



▪ 一般名とブランド名

▪ ブランド名とブランド名

医薬品医療機器総合機構 PMDA医療安全情報
No. 69：名称類似による薬剤取り違えについて（その2）
一般名とブランド名類似、ブランド名類似
https://www.pmda.go.jp/files/000272091.pdf
PMDA医療安全情報
https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/medical-safety-info/0001.html

https://www.pmda.go.jp/files/000272091.pdf


日本医療機能評価機構 医療安全情報
No.209:中心静脈から投与すべき輸液の末梢静脈からの投与
https://www.med-safe.jp/pdf/med-safe_209.pdf

医薬品医療機器総合機構 PMDA医療安全情報
No. 67：高カロリー輸液の投与経路に関する注意について
https://www.pmda.go.jp/files/000266169.pdf



薬剤と情報システムに関するインシデント

薬剤部門システムのプログラム不具合
による注射抗がん薬の過量投与の発生

新生児に対する薬剤の過量投与（抗菌
剤の予定の５倍濃度の投与）

一包化調剤の薬品間違い（糖尿病薬の
混入）



薬剤師の話題

診療報酬改定
「薬局・薬剤師
の機能強化等に
関する検討会」

「薬機法等制度
改正に関すると
りまとめ」

医薬品の供給問
題

タスクシフト/
タスクシェア

薬剤師偏在
日本薬剤師会・
日本病院薬剤師

会 医療DX



令和６年度診療報酬改定

１．賃上げに向けた評価
●賃上げに向けた評価の新設
２. 病棟薬剤業務関連
●薬剤総合評価調整加算算定要件見直し
A250 薬剤総合評価調整加算

●Ä244 病棟薬剤業務実施加算
【新設】薬剤業務向上加算100点(週1 回)

３. がん関連

●外来腫瘍化学療法の見直し

B001-2-12 外来腫瘍化学療法診療料

【新設】がん薬物療法体制充実加算

100点(週1 回)

４. 生活習慣病関連

●生活習慣病にかかる医学管理料の見直し

５. 後発医薬品・バイオ後続品関連

●後発医薬品医薬品の供給が不足等した場

合における評価の見直し

A243 後発医薬品使用体制加算

●バイオ後続品の使用促進

【新設】A243-2 バイオ後続品使用体制加

算100点（入院初日）

５．長期収載薬品の算定

●選定療養費制度の導入



「薬局・薬剤師の機能強化等に関する検討会」
これまでの議論のまとめ

▪地域における薬局・薬剤師の在り方を議論
▪地域における薬局の役割・機能
▪個々の薬局に必要な機能
▪地域・拠点で確保すべき機能
▪地域連携薬局の役割・機能
▪健康サポート薬局の役割・機能

厚生労働省 「薬局・薬剤師の機能強化等に関する検討会」の「これまでの議論のまとめ」 を公表します
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_43987.html



「薬局・薬剤師の機能強化等に関する検討会」
これまでの議論のまとめ

個々の薬局に必要な機能
▪ 外来患者への調剤・服薬指導等
▪  在宅対応（他の薬局との連携、関
係機関との連絡調整を含む）

▪ 入院・退院・在宅の移行において円
滑に薬剤提供ができるよう医療機
関・他の薬局等と連携すること

▪ 地域住民への OTC 医薬品等に関
する相談対応・販売、受診勧奨
等 

地域・拠点で確保すべき機能
▪ ① 未病の方を含む地域住民を対象と
したもの 

▪ ② 主に外来患者を対象としたもの
▪ ③ 主に在宅患者を対象としたもの
▪ ④ 外来、在宅患者を対象としたもの 
▪ ⑤ その他、地域全体を対象としたもの



「薬機法等制度改正に関するとりまとめ」骨子

第２ 医薬品等の品質確保及び安全対策
の強化について
２．具体的な方向性
（２）医薬品安全管理責任者の設置その
他の製造販売後安全管理
② リアルワールドデータの安全対策への利活
用の明確化
③ 医薬品、医療機器等の製品データベー
スへの商品コード等の登録義務化

第３ 品質の確保された医療用医薬品の供
給について
２．具体的な方向性
（６）医療用医薬品の需給データを活用し
たモニタリングの実施

第４ ドラッグ・ラグやドラッグ・ロス解消に向け
た創薬環境・規制環境の整備について
２．具体的な方向性
（３）リアルワールドデータの薬事申請への
利活用の明確化厚生労働省 令和６年度第９回厚生科学審議会医薬品医療機器制度部会 資料

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_46170.html



「薬機法等制度改正に関するとりまとめ」骨子

第５ 医薬品へのアクセスの向上及び医薬
品の適正使用の推進について
２．具体的な方向性
（１）デジタル技術を活用した薬剤師等の
遠隔管理による医薬品販売
（２）調剤業務の一部外部委託の制度
化
（３）薬局の機能等のあり方の見直し
（４）薬局機能情報提供制度の見直し

（５）医薬品の販売区分及び販売方法の
見直し
① 処方箋なしでの医療用医薬品の販売の
原則禁止
② 要指導医薬品に係るオンライン服薬指
導方法の追加等
③ 濫用等のおそれのある医薬品の販売方
法の厳格化
④ 一般用医薬品の分類と販売方法
（６）処方箋等の保存期間の見直し

厚生労働省 令和６年度第９回厚生科学審議会医薬品医療機器制度部会 資料
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_46170.html



「薬機法等制度改
正に関するとりまと
め」
厚生労働省 厚生科学審議会 医薬品医療機器制度部会 
資料１ 令和６年 12 月 26 日

薬機法等制度改正に関するとりまとめ 

https://www.mhlw.go.jp/content/11121000/001
365062.pdf



医薬品の供給問題
タスクシフト/タスクシェア
薬剤師偏在

•製造不備、原料不足、製造計画

医薬品の供給問題

•病棟業務、外来指導

タスクシフト/タスクシェア

•地域偏在、規模偏在

薬剤師偏在



公益社団法人 日本薬剤師会

薬局システム委員会

全国保健医療情報ネットワーク、オンライン資格確認、地域医療情報ネッ
トワーク、電子処方箋の本格運用開始を見据えつつ、薬剤師の電子認証
（薬剤師資格証の発行）や電子お薬手帳、オンライン服薬指導、医療
情報共有など、薬局内システムのDX化について検討を行っています。

DX施策対応委員会

国の医療DX施策の策定過程における課題を議論するとともに、本会として
の要望や意見を取りまとめ国との調整等を行っています。また施策実施後の
普及に向けた対応おいても、現場の課題等を踏まえた調整を行っています。



一般社団法人 日本病院薬剤師会

医療安全対策委員会
医療情報システム小委員会
医療DX推進検討特別委員会

日本病院薬剤師会
電子処方箋発行時に医療機関で表示される医薬品名および薬剤量の再確認について（注意喚起・更なる情報提供）（第１報）
https://www.jshp.or.jp/content/2024/1219-1.html



薬剤と医療情報システムに関する話題

全国医療情報プ
ラットフォーム

• 薬剤アレルギー

電子処方箋

• 医薬品

• 用法

• 単位

医療用医薬品バー
コード

薬局発の情報連携 副作用報告
リアルワールド

データ



厚生労働省．医療DXについて．全体概要．全国医療情報プラットフォームの概要．
https://www.mhlw.go.jp/stf/iryoudx.html#2

日本化薬メディカル セミナーWEB 2024



厚生労働省 令和６年９月30日 第183回社会保障審議会医療保険部会 資料３－１
電子カルテ情報共有サービスについて
https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/001309907.pdf



厚生労働省．電子処方箋の概要．
https://www.mhlw.go.jp/stf/denshishohousen.html#1.1

日本化薬メディカル セミナーWEB 2024



厚生労働省
電子処方箋システム一斉点検の実施について
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_47699.html



医療機関等向け総合ポータルサイト
https://iryohokenjyoho.service-now.com/csm?id=csm_index



一般社団法人 日本病院薬剤師会
電子処方箋発行時に医療機関で表示される医薬品名および薬剤量の再確認について（注意喚起・更なる情報提供）（第１報）
https://www.jshp.or.jp/content/2024/1219-1.html



電子処方箋

医薬品

• YJコード

用法

•電子処方箋用用法コード

単位

•薬価単位



医療用医薬品バーコード

医療機関でのバーコードの活用

調剤システムでのバーコードの活用

世界の医薬品へのバーコード表示

薬剤師への指導指針



厚生労働科学研究成果データベース
医療機関等におけるより高度な医療安全のためのバーコードの活用に関する研究
令和5(2023)年度 報告
「医療機関における医療用医薬品バーコードの使用状況の調査」アンケート調査集計結果（概要）
https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/report_pdf/202324026A-sokatsu1_0.pdf



海外の事例



薬剤領域の情報リテラシー



日本医療情報学会課題研究会
薬剤情報リテラシー教育研
究会

設置期間：2017/04-2021/03

「調剤業務のあり方につい
て」における情報通信技術の
活用に関する提言

薬剤領域における情報リテラ
シーとして必要な事項

３つのGIOと１３のSBOsおよび
キーワードを設定

GIO SBOs
医療情報の特徴と医療情報システムを学ぶ．

医療情報の特徴を説明できる．

医療情報への倫理的配慮が実践できる．

医療情報システムの概要を説明できる．

医療情報システムの安全管理のガイドラインを
概要を説明できる．

個人情報保護法の概要を説明できる．

薬剤関連業務における情報システムの利活用を学ぶ．

薬剤関連の情報システムを説明できる．

医療情報システムに関連する情報取集ができる．

薬剤関連のコードを説明できる．

医薬品関連で使用されるバーコードを説明できる．

医療情報システムが効果を発揮する方法を学ぶ．

システムを使う目的を明確にできる．

システムの効果を明らかにできる．

第3者がシステムの効果を評価できる．

効果が不十分であるときの原因を説明できる．



日本病院薬剤師会 病院薬剤師が学習すべき薬剤領域の情報リテラシー解説集について
https://www.jshp.or.jp/activity/guideline/20230608-1.html



「病院薬剤師が学習すべき薬剤領域の情報
リテラシーの解説集」

日本医療情報学会 課題研究会「薬
剤情報リテラシー研究会」（ 2018-
2021）で策定された，「薬剤領域におけ
る医療情報システム関連のGIO」をもと
に作成

このGIOにあわせキーワードなどを解
説し，あわせて薬剤関連の情報システ
ムの話題を盛り込む構成

薬剤関連の情報システムの話題は，
情報の陳腐化を考慮し解説を極力少
なくしURLのリンク先を示すように構成



医療情報の特徴と医療情
報システムを学ぶ
▪ 3.1.1 医療情報システムとは

▪ 3.1.2 医療情報への倫理的配慮

▪ 3.1.3 医療情報システムの概要

▪ 3.1.4 医療情報システムの安全管
理に関するガイドラインの概要

▪ 3.1.5 個人情報保護法の概要

薬剤関連業務における情報
システムの利活用を学ぶ
 3.2.1 薬剤関連の情報システム

 3.2.2 医療情報システムに関連する情報収集

 3.2.3 薬剤関連のコードを説明できる

 3.2.4 医薬品関連で使用されるバーコードを説
明できる

医療情報システムが効果を
発揮する方法を学ぶ
 3.3.1 システムを使う目的

 3.3.2 システムの効果を明らかにする

 3.3.3 第3者によるシステムの評価

 3.3.4 効果が不十分であるときの原因を説明できる
Create by Copilot



薬剤関連の情報システムのこれから



薬剤関連の情報システムのこれから

▪医薬品関連のマスタ管理
▪役割の明確化
▪ システム・運用の変更

▪薬剤システムの情報連携
▪標準規格の設計
▪規格に基づく情報交換

▪医薬品バーコードの有効利用
▪ リアルとデジタルを繋ぐ

▪調剤方式
▪ シート調剤と箱調剤

▪処方箋の在り方
▪ デジタル時代の処方箋とは？

▪薬剤師間の情報連携
▪薬剤師が記録する情報とは？
▪ デジタル時代の副作用記録



医薬品関連のマスタ管理

行政の
役割

医療機
関の役
割

役割の
明確化

ベンダ
の役割

システム・運用の変更
・医薬品、単位、
・用法、コメント

統一マスタ
の提供

統一マスタの
利用・運用再
構築

統一マスタ
の利用



NHS Business Services Authority
dm+d data model
https://www.nhsbsa.nhs.uk/sites/default/files/2021-
10/dm%2Bd%20data%20model%20%28V2%29%20102021.pdf



医薬品マスタモデル
【案？】

成分；VTM
アモキシシリン

主なユースケース 
-アレルギーのチェック

一般名；VMP
アモキシシリン500mgカ
プセル

主なユースケース 
 -一般名処方

実際の医薬品；AMP 
アモキシル500mgカプセ
ル（●●）

主なユースケース 
-ブランド名処方

一般名の医薬品パック；
VMPP 
アモキシシリン 500mg カプセ
ル 21 カプセル

主な使用例 
-調剤用パックサイズの識別
／選択
-調剤された品目をパックサイ
ズも含めて記録
-電子償還のための情報提供

実際の医薬品包装；AMPP
アモキシル500mgカプセル
（ ●● ） １０カプセルシート

主なユースケース 
-患者の服用薬情報
-物流情報
-支払い請求情報

成分・剤型；
アモキシシリン内服

主なユースケース 
-投与経路の確認
-アレルギーのチェック

医薬品の販売包装；
アモキシル500mgカプセル
（ ●● ） １０Cap×１０：１００
Cap

主なユースケース 
-物流情報
-販売・購入情報

GS1コード

≒YJコード？

有効成分マスタ？？？

※どこまでを医薬品名とするか
・エンシュアリキッド
・エンシュアリキッド（コーヒー味）
※医薬品の単位は？
・薬価単位：ｍL 本



薬剤システムの情報連携

調剤業務の

サポート

薬剤取り揃
えの自動化

調剤業務
のロボッ
ト化

調剤関連の業務も機械化
薬剤業務に種々の情報システムを利用





処方 調剤 服薬

ロキソニン錠60ｍｇ 2錠
1日2回朝・夕食後 14日分

ロキソプロフェンNa錠
60mg「トーワ」 2錠
1日2回朝・夕食後 14日分

ロキソプロフェンNa錠
60mg「トーワ」 2錠
1日2回朝・夕食後 14日分

医科
レセ
プト

支払基金（レセプト）

電子処方箋管理サービス

調剤
結果

電子
処方
箋

YJコード・標準用法
調剤
レセ
プト

レセプト電算
コード

（薬品・用法）

先発医薬品・一般名 後先発医薬品…

電子版お薬手帳

レセプト電算
コード
（薬品）

電子
版お
薬手
帳QR

薬品：ｺｰﾄﾞなし,ﾚｾ電ｺｰﾄﾞ,厚労
省ｺｰﾄﾞ,YJ ｺｰﾄﾞ,HOT ｺｰﾄﾞ 
用法：ｺｰﾄﾞなし,JAMI 用法ｺｰﾄﾞ,
その他

処方情報と調剤情報



処方（治療計画） 調剤 服薬

ロキソプロフェンNa 120㎎
1日2回 14日分
2025年3月末まで継続

（詳細は薬剤師と相談）

ロキソプロフェンNa錠
60mg「トーワ」 2錠
1日2回朝・夕食後 14日分

ロキソプロフェンNa錠
60mg「トーワ」 2錠
1日2回朝・夕食後 14日分

支払基金（レセプト）

国民医薬品リスト
（治療計画/購入リスト）

調剤
結果

電子
処方
箋

薬品：GS1コード（ロット）
用法：回数・患者の用法

成分名・成分量
服用回数

医薬品特定（GS1）
服用タイミング

電子版お薬手帳

薬品：成分名・成分量
用法：回数（＋特記）

API連携

レセ電コード

処方箋のあるべき姿？？？



調剤情報の新未来

医療情報システムの課題

• 業務フローに沿ったシステムか？

• どう記録する？電子処方箋からの調
剤結果

調剤でしかわからない情報は

• ロット、有効期限

電子版お薬手帳・薬剤履歴

• OTCの薬歴



ご静聴、
ありがとうございました。


	薬剤部門に関する最近の話題�‐変わりゆく薬剤師業務と情報システムの関わり‐
	ＣＯＩ開示
	本日のお話
	薬剤と情報システムに関するインシデント
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	薬剤と情報システムに関するインシデント
	薬剤師の話題
	令和６年度診療報酬改定
	「薬局・薬剤師の機能強化等に関する検討会」�これまでの議論のまとめ
	「薬局・薬剤師の機能強化等に関する検討会」�これまでの議論のまとめ
	「薬機法等制度改正に関するとりまとめ」骨子
	「薬機法等制度改正に関するとりまとめ」骨子
	「薬機法等制度改正に関するとりまとめ」
	医薬品の供給問題�タスクシフト/タスクシェア�薬剤師偏在
	公益社団法人　日本薬剤師会
	一般社団法人　日本病院薬剤師会
	薬剤と医療情報システムに関する話題
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	電子処方箋
	医療用医薬品バーコード
	スライド番号 30
	海外の事例
	薬剤領域の情報リテラシー
	日本医療情報学会課題研究会　�薬剤情報リテラシー教育研究会　
	スライド番号 34
	「病院薬剤師が学習すべき薬剤領域の情報リテラシーの解説集」
	医療情報の特徴と医療情報システムを学ぶ
	薬剤関連の情報システムのこれから
	薬剤関連の情報システムのこれから
	医薬品関連のマスタ管理
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	薬剤システムの情報連携
	スライド番号 43
	スライド番号 44
	スライド番号 45
	調剤情報の新未来
	ご静聴、�ありがとうございました。

